
(57)【要約】

【課題】

　ツイン型日射遮蔽装置において、ボトムレールが中間

レールを押し上げる状態にはなることを未然に防止する

。

【解決手段】

　ヘッドボックスから垂下する第１及び第２昇降コード

の一端部をボトムレール及び中間レールにそれぞれ止着

し、ヘッドボックスと中間レールの間に上側遮蔽材を、

中間レールとボトムレールとの間に下側遮蔽材をそれぞ

れ張設し、第１昇降コードの他端部をヘッドボックス内

に設けるドラムに巻き付け、そのドラムの回転軸をヘッ

ドボックスの端部に位置するドラム操作機構の出力側に

接続し、第２昇降コードの他端部をヘッドボックスに設

けるガイドに掛け回し、次いで、コードストッパを介し

て垂下させるツイン型日射遮蔽装置において、ヘッドレ

ール内に中間レールが上限位置にあるときは、ドラム回

転軸の回転を許容するが、上限より低い位置にあるとき

はドラム回転軸のボトムレール上昇回転を制止するブレ

ーキ手段を設ける。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ヘ ッ ド ボ ッ ク ス か ら 垂 下 す る 第 １ 及 び 第 ２ 昇 降 コ ー ド の 一 端 部 を ボ ト ム レ ー ル 及 び 中 間 レ
ー ル に そ れ ぞ れ 止 着 し て 吊 り 下 げ 、 前 記 ヘ ッ ド ボ ッ ク ス と 前 記 中 間 レ ー ル の 間 に 上 側 遮 蔽
材 を 、 前 記 中 間 レ ー ル と 前 記 ボ ト ム レ ー ル と の 間 に 下 側 遮 蔽 材 を そ れ ぞ れ 張 設 し 、 前 記 第
１ 昇 降 コ ー ド の 他 端 部 を 前 記 ヘ ッ ド ボ ッ ク ス に 設 け る ド ラ ム に 巻 き 付 け 、 前 記 ド ラ ム を 回
転 さ せ る 回 転 軸 を 前 記 ヘ ッ ド ボ ッ ク ス の 端 部 に 位 置 す る ド ラ ム 操 作 機 構 の 出 力 側 に 接 続 し
、 前 記 第 ２ 昇 降 コ ー ド の 他 端 部 を 前 記 ヘ ッ ド ボ ッ ク ス に 設 け る ガ イ ド に 掛 け 回 し 、 次 い で
、 コ ー ド ス ト ッ パ を 介 し て 垂 下 さ せ る ツ イ ン 型 日 射 遮 蔽 装 置 に お い て 、
　 前 記 ヘ ッ ド ボ ッ ク ス に 、 前 記 中 間 レ ー ル が 上 限 位 置 に あ る と き は 、 作 動 し な い が 、 前 記
中 間 レ ー ル が 上 限 よ り 低 い 位 置 に あ る と き は 、 作 動 し て 前 記 ド ラ ム 回 転 軸 の ボ ト ム レ ー ル
上 昇 方 向 の 回 転 は 制 止 す る ブ レ ー キ 手 段 を 設 け る こ と を 特 徴 と す る ツ イ ン 型 日 射 遮 蔽 装 置
。
【 請 求 項 ２ 】
ヘ ッ ド ボ ッ ク ス に ブ レ ー キ 手 段 の 作 動 を 制 止 す る 機 構 を 設 け る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
に 記 載 の ツ イ ン 型 日 射 遮 蔽 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
ブ レ ー キ 手 段 は 、 ヘ ッ ド ボ ッ ク ス に 設 け る 固 定 枠 と 、 ド ラ ム の 回 転 軸 に 固 定 す る 爪 車 と 、
前 記 固 定 枠 に 上 下 移 動 可 能 に 設 け る 爪 体 と か ら な り 、 前 記 爪 体 は 、 中 間 レ ー ル が 上 限 位 置
に あ る と き は 、 前 記 中 間 レ ー ル に 押 し 上 げ ら れ て 前 記 爪 車 と か み 合 う 位 置 か ら 外 れ 、 前 記
中 間 レ ー ル が 上 限 位 置 か ら 下 降 す る と 、 自 重 で 下 降 し て 前 記 爪 車 と か み 合 う こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の ツ イ ン 型 日 射 遮 蔽 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
爪 体 は 、 垂 下 す る レ バ ー を 備 え 、 中 間 レ ー ル は 前 記 レ バ ー を 介 し て 前 記 爪 体 を 押 し 上 げ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の ツ イ ン 型 日 射 遮 蔽 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
爪 体 と レ バ ー の 間 に ば ね が 介 在 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の ツ イ ン 型 日 射 遮 蔽
装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
ブ レ ー キ 手 段 の 作 動 を 制 止 す る 機 構 は 、 ヘ ッ ド ボ ッ ク ス に 水 平 移 動 可 能 に 支 持 さ れ る カ バ
ー で あ り 、 前 記 カ バ ー は 、 ブ レ ー キ 手 段 を カ バ ー す る 位 置 に お い て 、 レ バ ー を 持 ち 上 げ て
爪 体 を 爪 車 か ら 分 離 す る 位 置 に 保 持 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の ツ イ ン 型 日 射
遮 蔽 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 プ リ ー ツ ス ク リ ー ン 等 の 日 射 遮 蔽 材 を 上 下 に 連 装 す る ツ イ ン 型 日 射 遮 蔽 装 置
に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ヘ ッ ド ボ ッ ク ス か ら 第 １ 昇 降 コ ー ド を 介 し て 昇 降 可 能 に ボ ト ム レ ー ル を 吊 り 下 げ 、 同 じ
く 第 ２ 昇 降 コ ー ド を 介 し て 昇 降 可 能 に 中 間 レ ー ル を 吊 り 下 げ 、 ヘ ッ ド ボ ッ ク ス と 中 間 レ ー
ル の 間 に 上 側 遮 蔽 材 を 張 設 し 、 中 間 レ ー ル と ボ ト ム レ ー ル と の 間 に 下 側 遮 蔽 材 を 張 設 し て
な る ツ イ ン 型 日 射 遮 蔽 装 置 は 、 中 間 レ ー ル を 昇 降 す る こ と に よ り 多 様 な 調 光 を 実 現 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し 、 ツ イ ン 型 日 射 遮 蔽 装 置 、 例 え ば 、 ツ イ ン 型 プ リ ー ツ ス ク リ ー ン 装 置 は 、 第 ２ 昇
降 コ ー ド の 下 端 部 を 中 間 レ ー ル に 止 着 す る 方 式 で あ る た め 、 第 １ 昇 降 コ ー ド を 操 作 し て ボ
ト ム レ ー ル を 上 昇 す る と き 、 ボ ト ム レ ー ル が 中 間 レ ー ル を 押 し 上 げ る 状 態 に な る と 、 第 ２
昇 降 コ ー ド が 緩 ん で 上 側 プ リ ー ツ ス ク リ ー ン の 間 か ら は み 出 し 、 外 観 が 見 苦 し く な る 。 又
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、 緩 ん だ 第 ２ 昇 降 コ ー ド が 昇 降 コ ー ド 通 し 孔 に 掛 か り 、 次 の 中 間 レ ー ル の 昇 降 を 妨 げ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ れ を 防 止 す る た め 、 第 ２ 昇 降 コ ー ド の 弛 み を 検 出 す る 弛 み 検 出 手 段 を 設 け 、 そ の 弛 み
手 段 が 第 ２ 昇 降 コ ー ド の 弛 み を 検 出 し た と き 、 第 １ 昇 降 コ ー ド の 上 昇 操 作 を ロ ッ ク す る こ
と が 提 案 さ れ て い る 。 し か し 、 弛 み 検 出 手 段 は 調 整 が 厄 介 で あ り 、 動 作 不 良 に な り や す い
い う 問 題 が あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ １ ５ ４ ７ ４ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 問 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ り 、 そ の 課 題 は 、 ツ イ ン 型 日 射
遮 蔽 装 置 に お い て 、 第 １ 昇 降 コ ー ド の 上 昇 操 作 中 に 、 ボ ト ム レ ー ル が 中 間 レ ー ル を 押 し 上
げ る 状 態 に は な る こ と を 未 然 に 防 止 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 前 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 が 採 用 す る 手 段 は 、 ヘ ッ ド ボ ッ ク ス か ら 垂 下 す る 第 １
及 び 第 ２ 昇 降 コ ー ド の 一 端 部 を ボ ト ム レ ー ル 及 び 中 間 レ ー ル に そ れ ぞ れ 止 着 し て 吊 り 下 げ
、 ヘ ッ ド ボ ッ ク ス と 前 記 中 間 レ ー ル の 間 に 上 側 遮 蔽 材 を 、 前 記 中 間 レ ー ル と 前 記 ボ ト ム レ
ー ル と の 間 に 下 側 遮 蔽 材 を そ れ ぞ れ 張 設 し 、 第 １ 昇 降 コ ー ド の 他 端 部 を ヘ ッ ド レ ー ル 内 に
設 け る ド ラ ム に 巻 き 付 け 、 そ の ド ラ ム を 回 転 さ せ る 回 転 軸 を ヘ ッ ド ボ ッ ク ス の 端 部 に 位 置
す る ド ラ ム 操 作 機 構 の 出 力 側 に 接 続 し 、 第 ２ 昇 降 コ ー ド の 他 端 部 を ヘ ッ ド ボ ッ ク ス に 設 け
る ガ イ ド に 掛 け 回 し 、 次 い で 、 コ ー ド ス ト ッ パ を 介 し て 垂 下 さ せ る ツ イ ン 型 日 射 遮 蔽 装 置
に お い て 、 ヘ ッ ド レ ー ル 内 に 前 記 中 間 レ ー ル が 上 限 位 置 に あ る と き は 、 前 記 ド ラ ム 回 転 軸
の 回 転 を 許 容 す る が 、 前 記 中 間 レ ー ル が 上 限 よ り 低 い 位 置 に あ る と き は 、 ド ラ ム 回 転 軸 の
ボ ト ム レ ー ル を 上 昇 さ せ る 回 転 は 制 止 す る ブ レ ー キ 手 段 を 設 け る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の ツ イ ン 型 日 射 遮 蔽 装 置 の ブ レ ー キ 手 段 装 置 は 、 中 間 レ ー ル が 上 限 位 置 に あ る と
き は 、 前 記 ド ラ ム 回 転 軸 の 回 転 を 許 容 す る が 、 中 間 レ ー ル が 上 限 よ り 低 い 位 置 に あ る と き
は 、 ボ ト ム レ ー ル を 上 昇 さ せ る ド ラ ム 回 転 軸 の 回 転 を 制 止 す る か ら 、 第 １ 昇 降 コ ー ド の 上
昇 操 作 は 、 中 間 レ ー ル が 上 限 位 置 に あ る と き に 限 ら れ る 。 し た が っ て 、 ボ ト ム レ ー ル が 中
間 レ ー ル を 押 し 上 げ る 状 態 に な る こ と は な い か ら 、 第 ２ 昇 降 コ ー ド が 緩 ん で 上 側 遮 蔽 材 の
間 か ら は み 出 し 、 外 観 が 見 苦 し く な る よ う な こ と は 決 し て 起 き な い 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の ツ イ ン 型 日 射 遮 蔽 装 置 は 、 ヘ ッ ド ボ ッ ク ス か ら 中 間 レ ー ル と ボ ト ム レ ー ル を 吊
り 下 げ 、 ヘ ッ ド ボ ッ ク ス と 中 間 レ ー ル の 間 に 上 側 遮 蔽 材 を 張 設 し 、 中 間 レ ー ル と 前 記 ボ ト
ム レ ー ル と の 間 に 下 側 遮 蔽 材 を 張 設 し 、 ヘ ッ ド ボ ッ ク ス に 設 け る 第 １ ド ラ ム を 介 し て 複 数
の 第 １ 昇 降 コ ー ド を 操 作 し て ボ ト ム レ ー ル を 昇 降 し 、 ヘ ッ ド ボ ッ ク ス に 設 け る 第 ２ ド ラ ム
を 介 し て 複 数 の 第 ２ 昇 降 コ ー ド を 操 作 し て 中 間 レ ー ル を 昇 降 す る 方 式 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 第 １ 昇 降 コ ー ド の 他 端 部 は 、 ヘ ッ ド レ ー ル 内 に 設 け る ド ラ ム に 巻 き 付 け 、 そ の ド ラ ム を
回 転 さ せ る 回 転 軸 は 、 ヘ ッ ド ボ ッ ク ス の 端 部 に 位 置 す る ド ラ ム 操 作 機 構 の 出 力 側 に 接 続 す
る 。 第 ２ 昇 降 コ ー ド の 他 端 部 は 、 ヘ ッ ド ボ ッ ク ス に 設 け る ガ イ ド に 掛 け 回 し 、 次 い で 、 コ
ー ド ス ト ッ パ を 介 し て 垂 下 さ せ る 。 ヘ ッ ド レ ー ル 内 に 中 間 レ ー ル が 上 限 位 置 に あ る と き は
、 ド ラ ム 回 転 軸 の 回 転 を 許 容 す る が 、 中 間 レ ー ル が 上 限 よ り 低 い 位 置 に あ る と き は 、 ド ラ
ム 回 転 軸 の ボ ト ム レ ー ル を 上 昇 す る 方 向 の 回 転 を 制 止 す る ブ レ ー キ 手 段 を 配 設 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ブ レ ー キ 手 段 は 、 ヘ ッ ド ボ ッ ク ス に 設 け る 固 定 枠 と 、 ド ラ ム の 回 転 軸 に 固 定 す る 爪 車 と
、 固 定 枠 に 上 下 移 動 可 能 に 設 け る 爪 体 と か ら 構 成 し 、 爪 体 は 、 中 間 レ ー ル が 上 限 位 置 に あ
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る と き は 、 中 間 レ ー ル に 押 し 上 げ ら れ て 爪 車 と か み 合 う 位 置 か ら 外 れ 、 中 間 レ ー ル が 上 限
位 置 か ら 下 降 す る と 、 自 重 で 下 降 し て 爪 車 と か み 合 う よ う に す る こ と が 好 ま し い 。 こ の 場
合 、
爪 体 は 、 垂 下 す る レ バ ー を 備 え 、 中 間 レ ー ル は そ の レ バ ー を 介 し て 爪 体 を 押 し 上 げ る よ う
に す る と と も に 、 爪 体 と レ バ ー の 間 に ば ね を 介 在 さ せ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 熟 練 し た ユ ー ザ ー は 、 ボ ト ム レ ー ル で 中 間 レ ー ル を 押 し 上 げ る よ う な 無 理 な 操 作 は し な
い の で 、 ブ レ ー キ 手 段 を 作 動 さ せ る 必 要 は な い 。 こ の た め 、 ヘ ッ ド ボ ッ ク ス に ブ レ ー キ 手
段 の 作 動 を 制 止 す る 機 構 を 設 け る こ と が 好 ま し い 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 を 、 図 面 に 示 す ツ イ ン 型 プ リ ー ツ ス ク リ ー ン 装 置 の 実 施 例 に 基 づ い て 説 明 す る 。
図 １ は 実 施 例 の 要 部 を 示 す 正 面 図 、 図 ２ 及 び 図 ３ は 図 1の ブ レ ー キ 手 段 の ブ レ ー キ 作 動 状
態 及 び ブ レ ー キ 開 放 状 態 を そ れ ぞ れ 示 す 拡 大 側 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 ツ イ ン 型 プ リ ー ツ ス ク リ ー ン 装 置 は 、 ヘ ッ ド ボ ッ ク ス １ か ら 垂 下 す
る 第 １ 昇 降 コ ー ド ２ を 介 し て 昇 降 可 能 に ボ ト ム レ ー ル ３ を 、 第 ２ 昇 降 コ ー ド ４ を 介 し て 昇
降 可 能 に 中 間 レ ー ル ５ を そ れ ぞ れ 吊 り 下 げ る 。 ヘ ッ ド ボ ッ ク ス １ と 中 間 レ ー ル ５ の 間 に 上
側 プ リ ー ツ ス ク リ ー ン ６ を 、 中 間 レ ー ル ５ と ボ ト ム レ ー ル ３ と の 間 に 下 側 プ リ ー ツ ス ク リ
ー ン ７ を そ れ ぞ れ 張 設 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 第 １ 昇 降 コ ー ド ２ の 一 端 部 は 、 上 側 及 び 下 側 プ リ ー ツ ス ク リ ー ン ６ 、 ７ の 昇 降 コ ー ド 通
し 穴 に 通 し 、 ボ ト ム レ ー ル ３ に 止 着 す る 。 第 １ 昇 降 コ ー ド ２ の 他 端 部 は 、 ヘ ッ ド ボ ッ ク ス
１ 内 に 設 け た ド ラ ム ９ に 巻 き 取 ら れ 、 ド ラ ム ９ は ヘ ッ ド ボ ッ ク ス １ に 設 け る ホ ル ダ １ ０ に
回 転 自 在 に 支 持 さ れ る 。 ド ラ ム ９ の 回 転 軸 １ １ は ヘ ッ ド ボ ッ ク ス １ の 一 端 部 に 配 置 さ れ る
ド ラ ム 操 作 機 構 １ ２ の 出 力 側 に 直 結 す る 。 ド ラ ム 操 作 機 構 １ ２ の 出 力 側 は 操 作 コ ー ド １ ３
の 操 作 に よ り 回 転 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 第 ２ 昇 降 コ ー ド ２ の 一 端 部 は 、 上 側 プ リ ー ツ ス ク リ ー ン ６ の 昇 降 コ ー ド 通 し 穴 ８ に 通 し
、 中 間 レ ー ル ５ に 止 着 す る 。 第 ２ 昇 降 コ ー ド ４ の 他 端 部 は 、 ヘ ッ ド ボ ッ ク ス １ 内 に 設 け た
ガ イ ド １ ４ に 掛 け 、 つ い で 、 コ ー ド ス ト ッ パ １ ５ に 通 し 、 つ い で 、 ヘ ッ ド ボ ッ ク ス １ か ら
垂 下 し て 操 作 つ ま み ２ ５ に 結 ぶ 。 ヘ ッ ド ボ ッ ク ス １ 内 に ブ レ ー キ 手 段 １ ６ を 設 け る 。 ド ラ
ム 回 転 軸 １ １ は ブ レ ー キ 手 段 １ ６ を 貫 通 し 、 ブ レ ー キ 手 段 １ ６ の 爪 体 １ ７ の レ バ ー ２ １ は
ヘ ッ ド ボ ッ ク ス １ の 底 か ら 突 出 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 ブ レ ー キ 手 段 １ ６ は 、 ド ラ ム 回 転 軸 １ １ に 一 体 回 転 す る よ う に 外 嵌
さ れ た 爪 車 １ ８ と 、 そ の 爪 車 １ ８ と 係 合 す る 爪 体 １ ７ と 、 ヘ ッ ド ボ ッ ク ス １ に 固 定 さ れ て
爪 体 １ ７ を 上 下 案 内 溝 ２ ４ を 介 し て 上 下 移 動 可 能 に 保 持 す る 固 定 枠 １ ９ と か ら な る 。 爪 体
１ ７ は 、 爪 車 １ ８ と か み 合 う 爪 部 ２ ２ と 、 ば ね ２ ０ を 介 し て 吊 り 下 げ る レ バ ー ２ １ を 備 え
る 。 レ バ ー ２ １ は ヘ ッ ド ボ ッ ク ス １ の 底 孔 ２ ３ か ら 垂 下 し て 水 平 に 曲 が る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 中 間 レ ー ル が 上 限 よ り 低 い 位 置 に あ る 場 合 、 爪 体 １ ７ は 、 自 重 で 下 降 し 、 爪 部 ２ ２ は 爪
車 １ ８ の 回 転 域 内 に 入 る 。 こ の と き 、 ド ラ ム 回 転 軸 １ １ が ボ ト ム レ ー ル 上 昇 方 向 に 回 転 す
る と 、 爪 部 ２ ２ と 爪 車 １ ８ は か み 合 う 。 し か し 、 ド ラ ム 回 転 軸 １ １ が ボ ト ム レ ー ル 下 降 方
向 に 回 転 す る と 、 爪 部 ２ ２ と 爪 車 １ ８ は 滑 り 、 か み 合 わ な い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 中 間 レ ー ル ５ が 上 限 位 置 に あ る 場 合 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 中 間 レ ー ル ５ は ブ レ ー キ 手 段
１ ６ の レ バ ー ２ １ を 押 し 上 げ 、 ば ね ２ ０ に 抗 し て 爪 体 １ ７ を 固 定 枠 １ ９ の 天 井 に 押 し 付 け
る 。 こ の と き 、 爪 部 ２ ２ は 爪 車 １ ８ か ら 離 隔 し て 爪 車 １ ８ と は 係 合 し な い か ら 、 ド ラ ム 回
転 軸 １ １ の 回 転 は 自 由 に な る 。
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【 ０ ０ １ ９ 】
　 第 ２ 昇 降 コ ー ド ４ の つ ま み ２ ５ を 引 く と 、 中 間 レ ー ル ５ は 上 昇 し 、 上 側 プ リ ー ツ ス ク リ
ー ン ６ が 縮 小 し 、 下 側 プ リ ー ツ ス ク リ ー ン ７ が 拡 大 す る 。 つ ま み ２ ５ を コ ー ド ス ト ッ パ １
５ に ロ ッ ク す る と 中 間 レ ー ル は 停 止 し 、 ロ ッ ク を 開 放 す る と 中 間 レ ー ル は 自 重 で 降 下 す る
。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 操 作 コ ー ド １ ３ を 引 い て ボ ト ム レ ー ル ３ を 昇 降 す る と き 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 中 間 レ ー
ル ５ が 上 限 位 置 に あ れ ば 、 ブ レ ー キ 手 段 １ ６ は ド ラ ム 回 転 軸 １ １ の 回 転 を 規 制 し な い か ら
、 ボ ト ム レ ー ル ３ の 上 昇 操 作 も 、 下 降 操 作 も 自 由 で あ る 。 し か し 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 中
間 レ ー ル ５ が 上 限 よ り も 低 い 位 置 に あ る と き は 、 ブ レ ー キ 手 段 １ ６ が ド ラ ム 回 転 軸 １ １ の
ボ ト ム レ ー ル 上 昇 方 向 の 回 転 を 制 止 す る か ら 、 ボ ト ム レ ー ル ３ の 下 降 操 作 は 可 能 で あ る が
、 ボ ト ム レ ー ル ５ の 上 昇 操 作 は 不 可 能 と な る 。 こ の よ う に 、 ボ ト ム レ ー ル ３ の 上 昇 操 作 は
、 中 間 レ ー ル ５ が 上 限 位 置 に あ る と き に 限 ら れ る か ら 、 ボ ト ム レ ー ル ３ が 中 間 レ ー ル ５ を
押 し 上 げ る 状 態 に な る こ と は な い 。 し た が っ て 、 第 ２ 昇 降 コ ー ド ４ が 緩 ん で 上 側 プ リ ー ツ
ス ク リ ー ン ６ の 間 か ら は み 出 し 、 外 観 が 見 苦 し く な る よ う な こ と は 決 し て 起 き な い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 熟 練 し た ユ ー ザ ー は 、 ボ ト ム レ ー ル で 中 間 レ ー ル を 押 し 上 げ る よ う な 無 理 な 操 作 は し な
い の で 、 ブ レ ー キ 手 段 を 作 動 さ せ る 必 要 は な い 。 こ の た め 、 ブ レ ー キ 手 段 の ブ レ ー キ を 常
に 開 放 さ せ る 機 構 と し て 、 ブ レ ー キ 開 放 カ バ ー を 用 意 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ４ 及 び 図 ５ に 示 す よ う に 、 ブ レ ー キ 開 放 カ バ ー ２ ７ は 、 ヘ ッ ド ボ ッ ク ス １ の 背 面 に 設
け る 水 平 案 内 溝 ２ ６ に 水 平 方 向 摺 動 可 能 に 取 り 付 け る 。 レ バ ー ２ １ を 持 ち 上 げ 、 爪 体 １ ７
を 爪 車 １ ８ と か み 合 う 位 置 か ら 外 し 、 矢 印 で 示 す よ う に 、 ブ レ ー キ 開 放 カ バ ー ２ ７ を レ バ
ー ２ １ の 直 下 に 移 動 し て 持 ち 上 げ た レ バ ー ２ １ を 支 持 す る 。 こ の と き 、 爪 体 １ ７ は 爪 車 １
８ か ら 分 離 す る か ら 、 ブ レ ー キ 手 段 １ ６ は ブ レ ー キ 開 放 状 態 に 保 持 さ れ る 。 ブ レ ー キ 開 放
カ バ ー ２ ７ を レ バ ー ２ １ か ら ず ら す と 、 レ バ ー ２ １ は 爪 体 １ ７ と 共 に 下 降 し 、 ブ レ ー キ 手
段 １ ６ は ブ レ ー キ 作 動 可 能 な 状 態 と な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 図 １ 】 実 施 例 の ツ イ ン 型 プ リ ー ツ ス ク リ ー ン 装 置 の 要 部 を 示 す 正 面 図 、
【 図 ２ 】 図 1の ブ レ ー キ 手 段 の ブ レ ー キ 作 動 状 態 を 示 す 拡 大 側 面 図 、
【 図 ３ 】 図 1の ブ レ ー キ 手 段 の ブ レ ー キ 開 放 状 態 を 示 す 拡 大 側 面 図 。
【 図 ４ 】 ブ レ ー キ 開 放 カ バ ー を 備 え る 実 施 例 の 要 部 を 示 す 背 面 図 、
【 図 ５ 】 図 ４ の ブ レ ー キ 開 放 カ バ ー に よ る ブ レ ー キ 手 段 の ブ レ ー キ 開 放 状 態 を 示 す 拡 大 側
面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
１ ： ヘ ッ ド ボ ッ ク ス
２ ： 第 １ 昇 降 コ ー ド
３ ： ボ ト ム レ ー ル
４ ： 第 ２ 昇 降 コ ー ド
５ ： 中 間 レ ー ル
６ ： 上 側 プ リ ー ツ ス ク リ ー ン
７ ： 下 側 プ リ ー ツ ス ク リ ー ン
８ ： 昇 降 コ ー ド 通 し 穴
９ ： ド ラ ム
１ ０ ： ホ ル ダ
１ １ ： 回 転 軸
１ ２ ： ド ラ ム 操 作 機 構
１ ３ ： 操 作 コ ー ド
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１ ４ ： ガ イ ド
１ ５ ： コ ー ド ス ト ッ パ
１ ６ ： ブ レ ー キ 手 段
１ ７ ： 爪 体
１ ８ ： 爪 車
１ ９ ： 固 定 枠
２ ０ ： ば ね
２ １ ： レ バ ー
２ ２ ： 爪 部
２ ３ ： 底 孔
２ ４ ： 上 下 案 内 溝
２ ５ ： つ ま み
２ ６ ： 水 平 案 内 溝
２ ７ ： ブ レ ー キ 開 放 カ バ ー
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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